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広報誌のアンケートにご協力ください ▶

  2025年度 危機的な状況にある

  言語・方言サミット 八重山大会



　「2025 年度危機的な状況にある言語・方言サミット 八重山大会」が、石垣市民会館大ホールにて10月25日（土）、
26日（日）の２日間にわたり開催されました。本大会では、消滅危機にある言語・方言の状況や地域の取り組みを紹
介し、聞き比べや講演を通じて、危機的な状況の改善を目指しました。
　大ホール１・２階や展示ホールでは各地の取り組みが紹介され、国立国語研究所のセリック・ケナン氏による基調
講演や舞台での危機言語・方言の表現披露が行われました。
　大会に訪れた竹富島在住の與那國光子さんは「日本各地の方言を聴き比べできてよかった。こうしたイベントはめっ
たにないので参加できてよかった」とコメントしました。
　与那国島の田頭政英さんは、危機言語・方言話者が日常会話を紹介する「危機言語・方言の聞き比べ」に出演し、
与那国方言を壇上で発表しました。「17 の地域の方言を一同に聞くことができ、こんなにも違うんだということがわ
かりました。八重山の島々だけでも方言が異なるのだから、海を隔てると尚の事、違いがはっきりして面白かった。
どの地域もエネルギッシュな方々ばかりで、パワーをもらいました」と感想を述べました。
　また、祖納公民館の方々は祖内に伝わる「品

しなどぅりきょんぎん

取狂言」を披露しました。御
ウ シ ュ マ イ

主前を演じた那良伊さんは「地域の伝統
行事がたくさんあって忙しい中、皆で練習できてよかった」と笑顔を見せました。祖納公民館長の荒木和友さんは「島
の言葉を次世代に繋ぐための大切な機会となった」と述べました。

2025年度 危機的な状況にある

言語・方言サミット 八重山大会





第53回
八重山地区老人スポーツ大会

高齢者の健康増進と親睦を図る第５３回八重山地区老人スポーツ大会（主催・八重山地区老人クラブ連合会）が10
月12日、石垣市中央運動公園屋内練習場で開催されました。石垣市14クラブ、竹富町3クラブ（竹富、小浜、西表
西部）の計17老人クラブから会員530人余りが参加しました。勝ち残りを競う「じゃんけんチャンピオン」で始まり、
カードに書かれた数字が同じ人を探して一緒にゴールする「夢に見たあなた」、「ボール送り」など１０種類の競技
があり、白熱しました。

　また、大会内において、日頃から健康づくりに励まれてい
る90歳（1935年4月2日～ 1936年4月1日生まれ）の方々へ贈
られる「健康賞」の表彰が行われました。
　本町からは、黒島老人クラブの宮良当成さん、上原老人ク
ラブの渡真利志保子さん・川満朝明さんへ贈られました。



第１回八重山パスタコンテスト
決勝大会

第1回八重山パスタコンテストの決勝大会が10月19日、西表島祖納のリストランテ ･テラ ･イリオモテで開催され
ました。決勝大会には、応募のあったレシピの中から事前の書類選考を通過した個人3名、団体2組が出場して自
慢のパスタを披露しました。審査の結果、竹富町から出場した石原航さん＝西表＝（個人の部）と、大浜農園ファ
ミリー（大浜香織代表）＝西表＝（団体の部）が作ったパスタが、それぞれ準グランプリに輝きました。

決勝大会に出場した出場者と審査員のみなさん

テーマ：いつも育児を頑張っている最愛の妻へ テーマ：いつもお仕事を頑張っているパパへ

石原 航さん（西表） 大浜農園ファミリー（西表）

個人の部準グランプリ 団体の部準グランプリ

カマイ肉のジェノベーゼパスタ
～季節の野菜を添えて～

「大浜農園たまごのカルボナーラ
～おいしくなぁれの魔法をかけて～」

主催者でリストランテ ･テラ ･イリオモテ
のオーナーシェフ、鄭彰彦さん（元地域お
こし協力隊）

「このコンテストを少なくとも第10回まで
続けて、地元の食材を活かした八重山のパ
スタ文化を発展させていきたい。」



令和７年度「人権の花」運動
苗植え付け式

竹富町トピックス
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　本町では初めての地域福祉計画・活動計画策定
委員会が 10 月 8 日午後、本庁大会議室で開催さ
れ委員 15 人に委嘱状が交付され、委員長に沖縄
大学名誉教授の島村聡氏が選出された。
　同計画は高齢者、障がい者、子育て世帯、生活
困窮者、防災など全住民を対象とした地域福祉の
推進方針を示すもので、本町の最上位計画「総合
計画」と整合を図り町全体の福祉施策を示します。
　また、活動計画は本町社会福祉協議会が担い、
社協の取組む事業や行政と連携して取組む活動内
容となっております。策定委員会のスケジュール
として、年３回の策定員会を開催し、来年 2 月に
前泊町長へ答申、次年度実施となります。

委嘱された委員は次の通り
副委員長・保多盛信旦　
委員・與儀隆一（県社協）　津嘉山航　河合正憲　花城正美　大嶺誠　石原和義　冨松礼奈　久貝由美子　松原史　
内盛良枝　嘉本静愛　岸上奈美子　本村しのぶ（八重山保健所）

　令和７年度「人権の花」運動指定校の上原小学校（名嘉真 功基校長）にて、10 月 14 日にベゴニアの花の苗植え
付け式が行われました。式では全児童で詩「種をまこう」を朗読した後、飼育栽培委員会の児童と前泊正人町長、佐
事安弘教育長らがともに苗をプランターに植え付けしました。児童代表であいさつした井村碧羽さん（６年）は「ベ
ゴニアの花言葉にあるように友達や地域の方々にも親切な心を持ち、助け合い、みんなが楽しい上原地区にしたい」
と語りました。ベゴニアの開花式は来年１月 20 日に予定されています。

竹富町で初めての地域福祉計画・活動計画策定！
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　竹富町教育委員会は、新たに町指定文化財（史跡）
として「真榮の墓」（竹富町字古見浦崎）と「真榮の
遙拝所」（竹富町字竹富）を令和 7 年 9 月 24 日付で
指定しました。教育委員会にて指定書の交付式を行い、
佐事安弘教育長から真榮の 10 代目子孫である小山榮
一さん（豊見城市在住）へ指定書を手渡しました。

　「真榮の墓」は国有林内（土地所有者は九州森林管
理署）、「真榮の遙拝所」は西表島の対岸にあたる西桟
橋近くにあります。令和 2 年度から竹富町文化財保護
審議会（石垣長健会長）が審議を重ね、現地調査や森
林管理署との協議を経て決定しました。

　真榮は 1701 年（元禄 14 年）、竹富島の大山家の二男として生まれ、人頭税の苦難を伝える「真榮節」（竹富町指定無
形民俗文化財・昭和 48 年 10 月 5 日指定）に歌われた人物です。今回の史跡指定は、真榮の痕跡を現代へ繋ぐ史跡とし
て、また、過酷な人頭税の歴史を正しく伝えるうえで、竹富町にとって大きな意義があります。

　竹富町のイリオモテヤマネコ像が、石垣市の中心
地「730 交差点前（THE NORTH FACE / HELLY 
HANSEN 石垣店前）」に設置され、2025 年 10 月
30 日、フランス・パビリオン政府代表最高責任者
のジャック・メール氏、本像の制作を手がけた彫刻
家の瀬戸 優氏、そして株式会社ゴールドウイン取締
役専務執行役員 COO の森 光氏のご臨席のもと、除
幕式が執り行われました。
　この像は、2025 年大阪・関西万博のフランス・
パビリオンにて、「生物多様性」をテーマに展示さ
れた作品で、万博期間中には世界中から訪れた延べ
460 万人以上の来場者にご覧いただきました。
　竹富町内ではなく、あえて石垣市の 730 交差点に
設置したのは、万博後もより多くの方々にこの像を
きっかけに竹富町の豊かな自然の魅力を伝えていくことを目的とし、町民の皆様にとっても馴染み深く、国内外の観
光客を含む多くの人が行き交う場所であると判断したためです。
　今後は八重山の新たなランドマークとして、町内外の多くの皆さまから末永く親しまれることを願っています。

「真
マサカイ

榮の墓」（竹富町字古見浦崎）と「真
マサカイ

榮の遙
ようはいじょ

拝所」
町指定文化財（史跡）に指定

竹富町のイリオモテヤマネコ像が、
石垣市の中心地「730 交差点前」に設置されました
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地 域 お こ し 協 力 隊 活 動 報 告
　　地域おこし協力隊としての約 3 年間、自由に幅広く活動をさせていただき、悔いを
残さず無事に協力隊の任期を終えることが出来そうです。
　原稿執筆現在、任期最後の年にして初の試みとして竹富町地域おこし協力隊が主体の
現地研修を企画、準備を行っています。様々な調整事や作成文書があり、慌ただしい日々
ではありますが、最後の最後まで新たな挑戦をさせてもらえている環境に感謝です。

　本当にあっという間の任期 3 年間でした。竹富町内の
空き家等対策事業はご存知の通り、まだまだ始まったば
かりです。任期を終えた私が今後どのように関わること
が出来るのか、この先のことはまだ分かりませんが空き
家等掲示板制度をはじめ様々な制度は残ってい
くと思うので、変わらずご理解ご協力いただけ
ると幸いです。3 年間、お世話になりました。

https://www.town.taketomi.lg.jp/soshiki/machizukuri/akiyakeijiban/

瀧 田 　 楓
石垣庁舎・空き家等対策担当

　10 月 24 日に、離島振興総合センターにてスマホ講習会
を開催いたしました。 
　この講習会は、来年 2 月まで毎月、マイナポータルの活
用法やデジタルリテラシーについての講座などを引き続き

開催していく予定です。詳細については、本誌別ページの案内をご確認ください。現地スタッ
フである私が全力でサポートいたしますので、皆様のご参加を心よりお待ちしております！ 

太 田 洋 平  
石垣庁舎・地域デジタル化係

活動写真が見つからず…私生活のお話を少し。
活動と直接的な関係はありませんが、10 月に
行われた 「国民スポーツ大会」（スポーツクラ
イミング競技） へ出場してきました。
こ の よ う な 機 会 も 地 域 お こ し 協 力 隊 と し て 沖
縄 県 で 着 任 し て い な か っ た ら な か っ た … と 思
う と、 せ っ か く の 機 会 な の で 着 任 最 後 に 広 報
記事へ掲載してもらおうと思い、 寄稿します。









https://www.e-tax.nta.go.jp/e-taxsoftweb/hoteichosho.htm https://www.nta.go.jp/taxes/tetsuzuki/mynumberinfo/kyuyogensenjoho-top.htm

https://www.eltax.lta.go.jp/news/01124

https://www.e-tax.nta.go.jp/hoteichosho/hoteichosho_gimuka.htm



https://www.town.taketomi.lg.jp/soshiki/
zeimu/1646027706/













　島じま編では 6 冊目の発刊になります『竹富町史 
第八巻 西表島〈上巻〉』、『竹富町史だより〈合冊 1〉』が、
このほど刊行されました。
　竹富町史では、島じまの歴史・文化をしっかりと後
世に伝えると共に、町民を結ぶ町史の編集を目指して
います。発刊された資料が、より多くの皆さまに活用
していただけるよう、今後も取り組んでまいります。

◯『竹富町史だより〈合冊 1〉』

　30 年余りにわたって刊行されている「竹富町史だより」の〈第 1 号〉から〈第
18 号〉までを、1 冊にまとめました。付録として「竹富町の御嶽めぐり」「竹富
町史編集事業のあゆみ」「竹富町史刊行物書評集」などを収録しています。

◯『竹富町史 第八巻 西表島〈上巻〉』

https://line.me/ti/p/xaFAQ3BHXV#~







海上保安庁 石垣航空基地

令和７年10月搬送件数

地域名
竹富
小浜
黒島
西表東部
西表西部
新城
鳩間
波照間
与那国
石垣→宮古
多良間

急患搬送 (出動件
数 )
0件
0件
0件
0件
0件
0件
0件
2件
0件
2件

年間実績
(令和7年1月1日～ 12月31日 ) 

32件　32名 
(昭和47年急患輸送開始以来 ) 

出動　 3,412 件 
輸送　 3,476名 

愛します！ 守ります！ 日本の海 



　大阪・関西万博フランス・パビリオンへの展示協力に対する感謝の印として、フランス・パビリオン政府代表最高責任者で
あるジャック・メール氏から展示作品であるイリオモテヤマネコ銅像をモチーフにしたイラストが竹富町に寄贈されました。
　竹富町は、大阪・関西万博のテーマ「いのち輝く未来社会のデザイン」、そしてフランスとの共同展示のテーマ「生物多様性」
を受け、このイラストを竹富町のサステナブルマークとして採用することとし、令和7年4月7日付で「竹富町サステナブルマー
ク」に制定しました。これは、竹富町が有する豊かな自然と文化を未来の子供たちに継承していく持続可能な取り組みの象徴
として定めたものです。
　そして、竹富町と株式会社ゴールドウインは、環境保全や文化継承の理念を社会に広げる取り組みを共に推進するため、昨
年7月に包括連携協定を結びました。その取り組みの１つとして、株式会社ゴールドウインにこの「竹富町サステナブルマーク」
が施された製品を製作していただき、2025 年 10 月 30 日（木）に直営店舗である THE NORTH FACE / HELLY HANSEN
石垣店にて販売が開始されました。
　各商品には竹富町サステナブルマークが施されております。これを
きっかけに、さらに多くの方へ竹富町の自然と文化と人を大切にする
理念を伝えることができればと考えております。なお、これらの商品
の売上の一部は竹富町へ寄付され、竹富町のサステナブルな取組みに
活用される仕組みとなっております。
　 ぜ ひ 石 垣 島 に お 越 し の 際 は、THE NORTH FACE / HELLY 
HANSEN石垣店にお立ち寄りいただき、ご覧いただけますと幸いです。

竹富町サステナブルマーク
関連商品の販売がスタートしました
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